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Ⅰ 仮説

教育学部の新カリキュラムになって３年経過する｡ ３年生は基礎体験学修について情報を

持たずに入学したこともあり､ 1,000時間体験学修特に基礎体験学修については入学当初か

ら違和感を持っている学生も少なからずいた｡ しかし､ ３年間基礎体験学修の良さに触れる

につれ､ 違和感を持つ学生も少なくなってきているだろうと考える｡ そこで､ 以下のような

仮説を立てた｡

学生は､ 学年が進み基礎体験学修を積み重ねていくことで､ 学年に応じて活動のよさを

感じたり､ 意義を学んだりするようになる｡

この仮説の検証においては､ 新カリキュラム導入年度の学生であり､ ３年を経過した平成18

年度入学生 (以下04生) の意識の動向をこれまでのアンケート集計結果から考察してみる｡

１. アンケートの集計から (04生について)

(１) ほぼ同じ内容のアンケートを､ 平成18年２月 (１・２年生交流会) と平成18年12月 (応

用期セミナー) の２回行った｡ その際実施したアンケート項目については､ 資料１である｡

(２回の共通部分)

(２) 下のような形式でアンケートを行い､ 集計においては回答欄１・２ (以後１・２評価)

と､ 回答欄４・５ (以後４・５評価) の２つに分け､ 傾向を見ることとした｡

なお､ 今回は顕著な学生の変容を明確にするために､ 回答欄３ (３評価) については分析
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に加えていない｡

アンケートに回答した学生の割合 (％) で､ 学生の意識や学びの状況を捉えたものが表

１である｡

この表の中で１・２評価と４・５評価それぞれの場合において､ 平成18年２月に比べて､

12月の割合が減っている場合に数字の前に▲をつけて増減を示した｡

表１ 基礎体験活動に関するアンケート集計結果 (04生 平成18年２月､ 12月)

(３) 集計結果の全体的な傾向

１) №１から№16までの質問項目における15項目について､ ４・５評価の割合が増えている｡

さらに､ 10パーセント以上の増加が６項目についてみられる｡ (最大は№15学校理解①の
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設 問 とてもよく
できた よくできた どちらとも

いえない
あまりでき
なかった

全くできな
かった

①子ども一人ひとりに目配りができ､ 積
極的にかかわること ５ ４ ３ ２ １

②子どもの発達段階の違いに応じてかか
わること ５ ４ ３ ２ １

③子どものしぐさや表情､ 言葉などから
気持ちや感情を理解し行動すること ５ ４ ３ ２ １

１・２評価 (％) ４・５評価 (％)

№ H18.12 H18.2 差 H18.12 H18.2 差

1 Ⅰ基礎体験の取り組み状況 23.9 30.8 ▲ 6.9 58.9 52.8 6.1

2 Ⅱ有意義感 2.8 16.5 ▲13.7 79 58.3 20.7

3 Ⅲ－子ども理解① 8.4 11.9 ▲ 3.5 66.1 59.3 6.8

4 Ⅲ－子ども理解② 8.3 19.2 ▲10.9 64.5 48.9 15.6

5 Ⅲ－子ども理解③ 11.1 12.5 ▲ 1.4 57.3 51.1 6.2

6 Ⅲ－人間関係力① 19.5 33.5 ▲ 14 48.3 38.4 9.9

7 Ⅲ－人間関係力② 12.3 30.7 ▲18.4 50.6 38.8 11.8

8 Ⅲ－人間関係力③ 7.2 7.1 0.1 58.9 57.7 1.2

9 Ⅲ－社会の一員としての自覚① 1.7 1.6 0.1 86.1 84.6 1.5

10 Ⅲ－社会の一員としての自覚② 10.6 7.1 3.5 65.6 69.7 ▲ 4.1

11 Ⅲ－企画力① 30.6 34.1 ▲ 3.5 40 38.4 1.6

12 Ⅲ－企画力② 23.9 27.4 ▲ 3.5 44.5 35.7 8.8

13 Ⅲ－指導力① 7.3 14.8 ▲ 7.5 59.5 47.8 11.7

14 Ⅲ－指導力② 25.6 31.9 ▲ 6.3 43.8 34.6 9.2

15 Ⅲ－学校理解① 40.8 25.8 15 60.6 27.5 33.1

16 Ⅲ－学校理解② 14.4 12.1 2.3 65 46.7 18.3
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33.1％である)

２) №１から№16までの質問項目における11項目について､ １・２評価の割合が減っている｡

さらに､ 10パーセント以上の減少が３項目についてみられる｡ (最大は№７人間関係力②

の18.4％である)

３) 社会の一員としての自覚①②の項目においては､ ２月の時点よりも１・２評価が若干だ

が上がっている｡ さらに他の項目に比べると学生の評価の変容の幅が小さい｡

４) 企画力①②､ 指導力②において､ ４・５評価の割合が他の項目に比べると小さく､ 40％

程度である｡

５) アンケート集計表の項目№15において､ ４・５評価が33.1％増えているが１・２評価も

15％増えていることに表れている｡ 実習セメスターにおいて､ 公立小中学校での活動 (学

生の60％) が多かったので､ 学校理解の伸びが顕著である｡ ただ､ 実習セメスターで学校

に行かなかった学生も多かったため､ 学校理解ができていないと自己評価している学生も

多いと思われる｡

６) №11・12の企画力､ №13・14の指導力の項目において４・５評価の学生が増え１・２評

価の学生が減っている｡ これは社会教育施設での活動を中心にいろいろな基礎体験活動の

中で､ ３年生という立場上､ いろいろな活動の中心的な立場になり後輩をまとめたり､ 企

画に関わったりするという機会も増えためであると思われる｡

２. 具体的な分析

項目№２ ｢あなたは基礎体験活動をどのように感じていますか ｢有意義かどうか｣ (以下

有意義感とする) ついて､ アンケート結果では､ ４・５評価では20.7％増え､ １・２評価で

は13.7％減っている｡

この項目について､ 平成18年２月に４・５評価をしていた学生は12月でも４・５評価であ

る｡ そこで２月時点で１・２評価をしていた学生が12月では４・５評価をしたと予想される｡

基礎体験活動をどう捉えるかは学生の取り組む姿勢や学びに大きな影響を与える｡ そこで､

この項目を体験の観点から分析を行うこととした｡

なお､ 今回アンケートの対象となった平成18年２月から12月までの10ヶ月間で､ 04生がカ

リキュラムとして体験した活動は以下の３つである｡

① 教育実習Ⅲ (１週間) ・Ⅳ (４週間) ・Ⅴ (１週間)

② 実習セメスターでの学外体験活動

③ 学生自身が選択し活動をした基礎体験活動

そこで､ ①～③の関連を踏まえて分析していきたい｡

(１) １・２評価から４・５評価となった学生について

１) 対象学生

平成18年２月時点で､ 基礎体験活動について１・２評価をしていたが､ 12月の時点では

自己評価の観点が上がり幅２以上で４・５評価をした学生を対象とした｡

上記の基準にあてはまる対象学生は26名であり､ 専攻ごとの人数は次のようになり､ 専

攻ごとの偏りは見られない｡
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初等教育６名､ 言語文化教育６名､ 共生社会教育４名､ 数理基礎教育２名､ 芸術表現教育

２名､ 健康・スポーツ教育２名､ 心理・発達臨床２名､ 自然環境教育１名､ 人間生活環境

教育１名

２) 体験時間の観点から

表２ 基礎体験活動時間数 (対象学生および04生全体)

表３ 実習セメスターの活動時間 (抽出学生および04生全体)

以上のことから､ 26名の基礎体験活動の通算時間は全体平均の通算活動時間よりもやや低い

程度で活動してきている｡ 実習セメスターにおいてはやや高く､ より積極的に活動したという

ことが分かる｡

３) 基礎体験活動のどう捉えているのかアンケートの記述から

アンケートの中で､ 次のような項目 (№２) について学生の考えを聞いた｡

Ⅱ あなたは基礎体験活動をどのように感じていますか｡ 当てはまる内容を１つ選び､ 番

号に○をつけましょう｡

① 有意義だと思わない

② あまり有意義だと思わない

③ よく分からない

④ 有意義だと思う

⑤ とても有意義だと思う

２回のアンケートのこの項目 (№２) についての26名の結果を一覧に記したのが資料２

である｡ この記述を一人ひとり読み取っていくと次のようなことが分かる｡

① 長期間にわたり､ 継続している体験活動から､ 活動自体の良さや意義を見出してきてい

る｡

② 平成18年度後期から始まった実習セメスターにおいて､ 公立学校における体験活動を通

して､ 教育実習とは違う新たな学校理解をすることが､ 実習セメスターでの学外体験活動

の良さにつながっている｡

③ 自分の専門性を生かせる体験活動に関わることで､ 自分の専攻で学んでいることを活か
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26人平均活動時間 (時間) 04生全体平均活動時間 (時間)

435.8 483.3

実習セメスター活動時間 人数 (人) 26人平均活動時間 (時間) 04生全体平均活動時間 (時間)

50時間以下 19

45.8 42.750時間～100時間 2

100時間以上 5

●その理由
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せたり､ 改めて専攻の面白さを再認識したり理解が深まったりすることで､ 体験の良さを

感じている｡

４) 26名の学生が有意義であると挙げた活動とその理由の記述から

アンケートで､ 次のような質問を行い､ 学生自身が記述した有意義だと思う活動から､ 傾

向を考えた｡

Ⅳ これまでに行った基礎体験活動の中で､ 自分にとって特に有意義だった (である) 活

動にはどんな活動がありますか｡ 主な活動とその理由を挙げましょう｡ (３つ以内)

◎活動名 ( )

○その理由

26名の全員の学生の回答については､ 資料３である｡

平成18年12月時点での記述から､ 特に次のことが読み取れる｡

１つ目として､ ３年生になってより専門的な内容を学内の授業や教育実習等で学ぶこと

が､ 実際の学校等の体験場面での学びや気付きにつながりがあることがうかがわれる｡

２つ目として､ 教育実習Ⅳの前後で学校教育や授業研究に対してより意識が高まってい

るところで､ 実習セメスター中に､ 自ら活動を選択して公立小中学校で活動を行うことで､

これまでより大きな学びがあったことがうかがわれる｡ 特にこれは実習セメスター中にじっ

くりと公立小中学校で体験を積んだ学生全般に言えることである｡

学生にとって､ １日中継続的に学習支援という形で学級に入り､ 深く子どもを見つめた

り理解しようとしたり､ 職員室で先生方と話をしたりできた｡ このことは､ これまで外側

からの学校理解であったことが､ 内側から学校理解ができたことでもあり､ 学生にとって

体験の意義が大きかったと捉えることができる｡

また､ 受け入れ先の学校の先生方から ｢学生が来てくれて､ 学校が元気になった｣ ｢普

段手がかかる子どもたちにかかわってもらい､ 子どもも教師も喜んでいる｣ などの感謝の

声も､ 学生自身役に立ったという喜びを味わうことができ､ さらに体験の良さを深く感じ

ることになったと思われる｡

５) １・２評価から４・５評価となった学生の変容について

３年生になるまでも基礎体験活動に取り組んでいる学生は多かったが､ 教育実習の中で

子どもとかかわったり授業づくりに取り組んだりすることで､ 子ども理解や学校理解等で

新たな気付きや学びが生まれて､ 教育実習後の基礎体験活動への課題へとつながっていた｡

また､ 教育実習前の実習セメスターでの学外基礎体験が教育実習に向けての子どもとのか

かわりや授業づくりなどにつながっている学生もいた｡

つまり､ 基礎体験活動と教育実習の相乗効果が生まれ､ 改めて基礎体験活動の意味が明

確になってきたことが大きいように思われる｡
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このことは学生の育ちや学びを考えた時に､ 基礎体験領域のカリキュラム全体における

実習セメスターによる体験の位置づけはどうあるべきか示唆しているように思える｡

(２) １・２評価のままか､ あるいは評価が下がった学生について

１) 対象学生

平成18年２月も12月もどちらも､ 有意義感について､ １・２評価か､ 評価が下がった学

生を抽出した｡

対象学生は６名で､ 専攻は健康・スポーツ教育３名､ 自然環境教育１名､ 人間生活環境

教育１名､ 心理・発達臨床１名である｡

２) 体験時間の観点から

表４ 基礎体験活動時間数 (抽出学生および04生全体)

表５ 実習セメスターの活動時間数 (抽出学生および04生全体)

この６名の基礎体験活動時間数も実習セメスターの活動時間数も､ 全体に比べてかなり

低い時間数になっている｡

３) ｢基礎体験活動のどう捉えているのか｣ 及び ｢有意義な体験およびその理由｣ アンケー

トの記述から (資料４)

この６名の基礎体験に対する有意義感についての記述を見てみると､ 平成18年２月も12

月も基礎体験活動そのものに対して､ やらされ感・強制感を感じている｡

だが､ アンケート項目の有意義だった体験に関する回答では､ 学生自身体験から学んだ

り､ 体験することの意義を感じたりしている｡

こういったことをみると､ 入学する前にはこのカリキュラムは示されていなかったこと

や､ 体験に対する根本的な心理面､ 考えを変えるような体験に出会わなかった (真剣に取

り組まなかった)､ 時間がなかったなどいろいろな理由が考えられる｡

こういった学生への指導は､ 基本的には講座が主体で行っている｡ そして特に体験時間

が不足している学生には､ 専攻との連携をとり､ 教育支援センターとして､ 学生本人の活

動意欲をかりたてるような体験活動を提示したり､ 活動からの学びを読み取り学生に返し

ていくことをていねいに繰り返していったりすることが､ 一つの手立てだと考えている｡

基礎体験学修に対してマイナスのイメージを持つ学生も､ 教育学部としての４年間の学

びの方向を示すことで､ 確かで豊かな学びを保証することができるように思われる｡
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６人の平均活動時間 (時間) 04生全体の平均活動時間 (時間)

348 483.3

実習セメスター活動時間 人数 (人) ６人平均活動時間 (時間) 04生平均活動時間 (時間)

50時間以下 5

26.5 42.750時間～100時間 0

100時間以上 1
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３. アンケート集計・分析をして

以上のように､ どちらかといえば基礎体験学修に否定的であった学生も､ 様々な理由で肯

定的な考えに変わり､ 意欲的に活動に取り組むようになった学生も多い｡ さらに､ 今回は詳

しく述べなかったが､ １年生のころからは多様な体験を積み上げていくことが､ ３年生以上

でのより大きな学びを保証していると推察できる｡

これからも事前事後指導 (だんだん塾) やアンケートなどを通して､ 学生の学びの姿を把

握していくことが､ 基礎体験学修における学生の学びの位置づけや学びの在り方などを考え

ていくためには肝要であると思われる｡

最後に､ 現在の教育現場に向かう学生に､ 大学としてどんな力を保証していこうとしてい

るのかを考えたとき､ この基礎体験学修の意義や存在価値がますます高まっていくことにな

ると考える｡ そのことを今回のアンケート結果が示唆している｡

資料１

基礎体験活動に関するアンケート (200○年○月○日△△セミナー)

学生番号 男・女 名前

主専攻 ( ) 副専攻 ( )

＊３年生前期 (４月から９月まで) の活動を振り返って､ このアンケートに答えて下さい｡

Ⅰ みなさんの基礎体験活動への取り組み状況について､ 当てはまる内容を１つ選び､ 番号に

○をしましょう｡

① ほとんど取り組んでいない

② あまり取り組んでいるとはいえない

③ どちらともいえない

④ まあまあ取り組んでいると思う

⑤ 進んで取り組んでいると思う

Ⅱ あなたは基礎体験活動をどのように感じていますか｡ 当てはまる内容を１つ選び､ 番号に

○をつけましょう｡

① 有意義だと思わない

② あまり有意義だと思わない

③ よく分からない

④ 有意義だと思う

⑤ とても有意義だと思う
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Ⅲ 次の項目について振り返り､ 当てはまる番号に○をしましょう｡

(１) 基礎体験活動を通して､ 学んだこと

① 子ども理解について

② 人間関係力について

③ 社会の一員としての自覚について

④ 企画力について
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設 問
とても
よくで
きた

よくで
きた

どちら
ともい
えない

あまり
できな
かった

全くで
きなかっ
た

①子ども一人ひとりに目配りができ､ 積極的にかかわること ５ ４ ３ ２ １

②子どもの発達段階の違いに応じてかかわること ５ ４ ３ ２ １

③子どものしぐさや表情､ 言葉などから気持ちや感情を理解し
行動すること ５ ４ ３ ２ １

★コメント

④地域の人たちと積極的にかかわりを持とうとすること ５ ４ ３ ２ １

⑤地域の人たちと協力して活動すること ５ ４ ３ ２ １

⑥自分の考えを伝えたり､ 相手の立場に立って聞こうとしたり
すること ５ ４ ３ ２ １

★コメント

⑦場に応じた挨拶や言葉遣い､ 服装をすること ５ ４ ３ ２ １

⑧社会人としての自覚や責任を持って行動すること ５ ４ ３ ２ １

★コメント

⑨人や環境､ 時間などの条件を考慮しながら､ 自分の考えやア
イデアを積極的に出し企画すること ５ ４ ３ ２ １

⑩状況に応じて活動内容を修正しながら運営すること ５ ４ ３ ２ １

★コメント
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⑤ 指導力について

⑥ 学校理解について

(２) 参加した基礎体験活動の内容

(３) 体験活動を選ぶときの自己基準
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設 問
とても
よく参
加した

よく参
加した

どちら
ともい
えない

あまり
参加し
なかっ
た

全く参
加しな
かった

①授業や学校行事の補助､ 教員の仕事の補助 ５ ４ ３ ２ １

②休日､ 放課後の学習支援 ５ ４ ３ ２ １

③放課後の学童保育 ５ ４ ３ ２ １

④保育の補助 ５ ４ ３ ２ １

⑤スポーツ指導 ５ ４ ３ ２ １

⑥キャンプ等の体験活動 ５ ４ ３ ２ １

⑦指導者養成講座 ５ ４ ３ ２ １

⑧地域活動の計画への参加 ５ ４ ３ ２ １

⑨地域行事の活動の補助 ５ ４ ３ ２ １

⑩自分自身の体験を豊かにする活動 ５ ４ ３ ２ １

⑪個人や集団に対して､ 活動のねらいに応じた指示や助言をす
ること ５ ４ ３ ２ １

⑫状況に応じて意見をまとめたり､ リーダーシップを発揮した
りすること ５ ４ ３ ２ １

★コメント

⑬学校の特色などを理解すること ５ ４ ３ ２ １

⑭教師の仕事などを理解すること ５ ４ ３ ２ １

★コメント

設 問 とても
考える

まあま
あ考え
る

どちら
ともい
えない

あまり
考えな
い

全く考
えない

①授業や部活､ アルバイト等の日程 ５ ４ ３ ２ １

②活動時間数 ５ ４ ３ ２ １

③自宅や下宿からの距離や交通手段 ５ ４ ３ ２ １

④交通費など ５ ４ ３ ２ １

⑤活動内容 ５ ４ ３ ２ １

⑥友達の参加状況 ５ ４ ３ ２ １

⑦先輩や友達からの誘い ５ ４ ３ ２ １

⑧体調や気分 ５ ４ ３ ２ １



嘉賀 收司 斎藤 英明 山中 慎嗣 秦 光司 小川 巌

(４) 基礎体験活動に参加してみて疑問に感じたことや困ったこと

Ⅳ これまでに行った基礎体験活動の中で､ 自分にとって特に有意義だった (である) 活動に

はどんな活動がありますか｡ 主な活動とその理由を挙げましょう｡ (３つ以内)

◎活動名 ( )

○その理由

◎活動名 ( )

○その理由

◎活動名 ( )

○その理由

資料２

●４・５評価となった対象学生 (26名) が有意義感について答えたその理由と自己評価

１ (有意義だと思わない) ２ (あまり有意義だと思わない) ３ (まあまあ)

４ (有意義だと思う) ５ (とても有意義だと思う)
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設 問
とても
よくあ
る

よくあ
る

どちら
ともい
えない

あまり
ない

全くな
い

①募集用紙の内容と実際の活動内容の違い ５ ４ ３ ２ １

②募集用紙の記載時間と実際の活動時間の違い ５ ４ ３ ２ １

③交通費など (宿泊費､ 参加費も含む) ５ ４ ３ ２ １

④事業者とのコミュニケーション ５ ４ ３ ２ １

⑤他の体験者とのコミュニケーション ５ ４ ３ ２ １

⑥子どもとのコミュニケーション ５ ４ ３ ２ １

⑦活動場所までの距離や交通手段 ５ ４ ３ ２ １

⑧セクハラや不平等の扱い ５ ４ ３ ２ １

⑨自分自身の体力や健康面など ５ ４ ３ ２ １
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資料３

●４・５評価となった対象学生 (26名) が ｢有意義である｣ と挙げた活動とその理由 ( )
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資料４

●学生の理由

１・２評価とした対象学生 (６名) の有意義感について答えたその理由と自己評価および有

意義とした活動
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